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●特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部を改正す
る条例
おがさわら丸が新船に切り替わるこ
とにより料金区分が変更となるため、
村長など村特別職が出張する際に支
給できる運賃の範囲を改めました。

●村営バス条例
バス1日乗車券を、700 円から
500円に減額しました。
●母島村民会館指定管理者
引き続き、小笠原村社会福祉協議会
が管理します。

条例

●新年度予算は10Pへ

予算

●一般会計補正予算
決算月が近いので、おもに事業変更
などによる、残額を減額補正しています。

補正予算

●農業委員会委員の任命
早川保氏、森本かおり氏、
藤谷明憲氏、濱崎泰宏氏、
小松武人氏、稲垣勇氏、
大澤彰氏、辻井麻里子氏
●教育委員会委員の任命
鈴木直子氏

同意

●世界自然遺産の保全管理にかかる全
国的な予算枠の拡大を求める意見書

〈一木重夫議員提出議題〉
全会一致で可決され、内閣総理大臣、
環境大臣、衆参両院議長に送付され
ました。

意見書

3 月議会は条例や補正予算だけでなく、4月の新年度予
算を決めるとても重要な議会です。本定例会は 3月 8日
から 18日の日程で開催されました。

3月議会
議案審議
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12月から3月までの

議長出張報告
・陳情先など
　東京都副知事、教育長
　国土交通大臣政務官
　防衛副大臣、国土交通大臣
　都議会各派
　国会議員
　平成28年度離島振興関係国家予算対策運動

・会議出席
　都町村議会議長会定期総会
　島嶼町村議会議長会定期総会
　ほか会議

・その他
　新おがさわら丸の命名・進水式
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扇浦交流センター太陽光発電、村内施設の節
エネについて
清水議員　太陽光発電の今後の活用は。予算
と電気使用量、また余剰分利用は。蓄電池を
積む電気自動車導入の考えは。村のエネルギー
協議会開催は。
副村長　発電設備が完成すればセンターの日
中利用を大半賄い、蓄電して災害避難所利用
時に停電でも電力確保が可能となる。事業整
備費は総額１１４２万円、電気使用量は平成
26年６０６５キロワットだ。売電が可能にな
れば余剰電力は島内家庭の使用に回す。協議
会はまだ進んでいない。
清水議員　村施設の電気使用量は。その数値
は各施設職員は承知か。増減の変動理由は。
副村長　平成 26年度で診療所 37万、クリー
ンセンター 36万、し尿処理場 32万、扇浦浄
水場 21万、地域福祉センター 17万、情報セ
ンター 14万、小笠原村小・中校 13万、役場
本庁舎と母島小・中校が各12万キロワットで、
各施設とも空調や照明の小まめな入り切りな
ど節電に努めた結果もある。各施設に節電担

当者はいなかった。
村長　ビジョンは村民生活に支障を来さぬ上
で進めていく。

野ヤギは駆除できるのか
清水議員　これまで実施された駆除の事業費
や実績、現在の生息数は。利活用の考えは。
産業観光課長　24 年間の村の事業費は
４１００万円、駆除頭数は３５７４頭だが、
ほかに東京都事業があり、平成 26 年度まで
で４３５５頭だ。生息数は数百頭と考えるが
根絶は容易ではない。属島では駆除の有害な
反動も見られ、対応の検討が必要だ。村が事
業主体の利活用は考えていない。

清
水
良
一
議
員

3月定例会
一 般 質 問

第1回定例会は、5名の
議員から10件の
一般質問がありました。
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本土との格差について
一木議員　小笠原には自衛隊搬送以外の救急
搬送、人工透析、出産などの医療格差がある。
八丈島では航空路がなければ人工透析はでき
ないと聞いた。センター試験を受験するだけ
で２４泊２５日もかかる。医療・教育だけで
はない、ほかの分野でも航空路があれば、本
土との格差がもっと縮まる部分がある。「超遠
隔離島だから仕方がない」と、格差が当たり
前になっていないか？当然、全てが本土と同
じわけにはいかない。ただ、親として、人と
して守らなければいけないものがある。そこ
は是正しなければならない。航空路の必要性
を村民に限らず全国に広く情報発信すべきで
はないのか。
村長　航空路に関する情報発信のあり方は、
国・東京都との協議も踏まえながら適切に対
応していく。

特別措置法の改正・延長について
一木議員　特別措置法と暫定措置法は、小笠

原の未来をつくる根幹。そのため、平成３０
年度の法改正では村議会と十分なやりとり、
調整をして、執行部と両輪で効果的に実施す
べき。そのための調査は、旧島民の施策、小
笠原の特殊事情、硫黄島の歴史に詳しい方に
携わって欲しい。
村長　法改正には議会と両輪で英知を出さね
ばならず、よく相談しながら進めたい。どの
ような方、組織で調査の依頼をするかどうか
は、今年度の検証結果によって来年度考えて
いく。

企業未加入で社会保険制度から漏れる高齢者
等への対策は
安藤議員　村の国民健康保険や国民年金の加
入率は。建設産業などで、従業員を個人事業
主に見立てて社会保険加入を逃れる事業者も
あると聞く。そうした労働者は、高齢になっ
ても社会保険の対象外となり、生活保護に頼
らざるを得ない。行政として公共工事発注者
として、法遵守のため村はどう取り組むつも
りか。
村民課長　国民健康保険加入者は１２００人、
国民年金８６０人で数は伸びている。他制度
の加入者もおり率は出せない。後期高齢者医

療保険は１３０人でほぼ全加入状態だ。
財政課長　社会保険未加入問題は、国交省が
平成 29 年を目標年次に、行政、建設産業の
元請や下請企業が一体で取り組むガイドライ
ンを制定した。変更事項や他事例を確認しな
がら対応を進めたい。請負事業者には、法に
従い現場代理人名のほか退職金や災害保険加
入書提出等を求めているが全ては確認できて
いない。目標年次を視野に労基署と役割分担
し事業者へ通知していく。
村長　村も生活保護増は望まない。発注者と
してガイドライン等に従い励行していく。

節電への取組みを伺う
安藤議員　村有施設に対し現状及び今後の節
電の取組みは。
副村長　大きな施設の節電は運営方法も絡み
短期的対応は難しい。施設更新時などに、省
エネルギー化、再生可能エネルギー導入等を
念頭に計画を進めていく。事務所などの照明
のＬＥＤへの切替えは、更新時期も考慮し段
階的に導入を進めていく考えだ。

一
木
重
夫
議
員

安
藤
重
行
議
員
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海路アクセスの課題の解決は
稲垣議員　村の資源循環型計画で島外搬出は
船とリンクするが、老朽化した共勝丸の新造
船計画の進捗状況はどうか。冷蔵庫の不具合
への対応は。
副村長　当村の持続可能な資源循環型社会構
築に共勝丸は欠かせない。新造船では先般、
地元代理店職員が本社に行った際、建造に向
けた準備中との話を受けた。引き続き連絡を
密にしていく。冷蔵庫の不具合は直って運用
されている。
稲垣議員　おがさわら丸ドック中の代替船を
どう考えるか。
副村長　小笠原海運や就航中の東海汽船の船
で代替できる船はない。物資の輸送では共勝
丸しか代替手段はない。
村長　もう一隻、貨物船を走らせる案も検証
してみたい。

外来種駆除にどう取り組むか
稲垣議員　固有陸産貝類を害するツヤオオズ
アリ対策の進捗状況と今後の対応は。
環境課長　分布する南崎は環境省等が、北港
周辺は東京都が試験駆除を実施し一定の駆除

効果も見られたが、エリアごとの検討を必要
とし、関係機関と対策を協議中だ。乳房山で
の早期根絶、南崎での囲込み駆除を方針とし
て進める。
村長　中長期的には集落域での対策を協議し
ていきたい。
稲垣議員　母島のシロアリの現状と今後の対
応については。
建設水道課長　蝙蝠谷仮置場周辺で４月に営
巣摘出し、今年２月ハスベイ付近で駆除中、
長浜トンネル以北で本年度４カ所営巣を駆除
した。新たな営巣箇所特定に力を注ぐ。３月
の説明会で個人家屋防除の奨励金等も説明し、
今後も対策連絡調整会議を開いていく。

村長所信について
杉田議員　①新船の有効利用等、村長の取り
組みは。②航空路開設への取り組みを改めて
問う。③災害時用の車両・重機置き場確保の
現状は。④漁業支援と漁場復興にどう取り組
むか。⑤集客対策を検証し、新たな考え方で
観光振興に取り組むべき。⑥新船就航の機会
にラム酒を売り込み、活用しては。⑦観光客
のリピーターを増やす取り組みを。
村長　①父島・母島の新成人が支鋼切断をし
たことに、私の希望の意図を酌み取っていた
だきたい。小笠原に来る観光客の可能性が広
がり、余裕を持って滞在可能になる。広く広

報する。②議長とともに知事に要望し、思い
を受けとめていただいた。腰を据えて議会と
取り組む。④国や都への要請などきちんとや
るが、明文を整えて考えたい。⑥来客時には
大いに飲んでもらい、議会の皆様もご活用願
いたい。
総務課企画政策室長　②都や航空局の実務担
当者と協議・調整をした。今後も努力する。
副村長　③用地を確保して協定を結び、重機
置き場の提供を進めている。奥村交流センター
に用地を確保したほか、候補地を選定して関
係課と支庁が検討している。
産業観光課長　④平成 29 年度まで支援金を
継続したい。漁場回復の支援継続を国や都に
要望する。⑤ゴールデンウイークに産業祭を
開催し、観光客の満足度向上を図り、特産品
をＰＲして一次産業の振興に寄与する。⑥ウ
エルカムドリンクなど、細かな対応が販売促
進になる。⑦観光客に満足して帰ってもらう
ことが重要だ。内地での交流イベントもあわ
せてやることが大事だ。

稲
垣 

勇
議
員

杉
田
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・陳情先などの報告
・東京都議会予算特別委員会で航
空路の質問がされた報告。
・天草エアラインATR機就航の報
告
・日本自然保護協会へ対応（池田
議長）報告
昨年、洲崎に建設が決まった
かのような、誤解されるような
ニュース報道があった。
それに伴い、日本自然保護協会
が空港は不要ともとれるブログを
発信した。一木委員長と共に、日
本自然保護協会へ行き、その際日
本自然保護協会は、報道に事実と
違う点があるなら、ブログの内容
も違ってくると理解をしてもらっ
た。

観光客誘致のために空港が必
要なのではなく、民生の安

定のために必要。医療や福祉の面
など、航空路があることで解決す
る。私たちは自然環境を守るため
の調査もしてきている。空港＝観
光誘致・自然破壊といった一方的
な視点だけで言われるのは、非常
に悔しい思いだ。＜池田議長＞

平成14年から調査を行い、村
が考える航空路案をまとめ、

都に提出してきた。自然環境への
影響が最も少ない案として、誇れ
る案だ。

航空路

小笠原空港開設推進
特別委員会
一木　重夫　委員長
清水　良一　副委員長
3月9日開催
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役職変更
委員長の辞任願が出されたため
　旧　佐々木幸美　
　　　　　↓
　新委員長　一木重夫

航路改善
新おがさわら丸、新ははじま丸就航までの
日程報告等

就航前の安全確認航海の時に見ること
はできないのか。＜清水副委員長＞
近くで見られるが、内部は披露会ま
でお待ちいただきたい。

ドック中の代替船の課題を議会とし
ても進めていくつもりだ。執行部の

対応も求めたい。　　　　　＜稲垣委員＞
大変厳しい現実の中でも、今までの
やり方と違った方法を模索すること

も考えながら議会と相談しながら対処した
い。

お披露目はどのようなものになるの
か。＜池田議長＞
小笠原海運からまだ詳細な内容が来
ていない。

世界自然遺産(継続)
会議や外来種対策などの報告

殺鼠剤に抵抗のある人も多い。粘着
剤での対策は視野に入れているの

か。＜清水副委員長＞
有人島での殺鼠剤使用は課題が多い
ので、属島とは違う視点で議論す

る。
外来種駆除ボランティア事業は、ど
こまで村が行うのか。＜安藤委員＞

総務
委員会
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一木 重夫　委員長　
清水 良一　副委員長
3月9日開催
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村ではNPOに委託している部分も
あり、効率性も含めて考えたい。
属島の外来種を根絶するには侵入
経路の確定が必要では。

＜杉田委員＞
侵入経路を想定しつつ、再侵入がな
いように計画を進めている。
登録5周年事業は、どのようなもの
を行うのか。　　　　＜鯰江委員＞
世界遺産の価値、取組などの広報を
主に計画している。

地方創生
事業内容の説明報告

地域環境力の人材育成とあるがどの
ようなものか。　　　＜安藤委員＞
島内の環境意識は非常に高いのだ
が、底上げを図りたい。
パブリックコメントの広報をもう少
し工夫しても良いのでは。

＜清水副委員長＞
パブリックコメントの意見が少ない
のは事実。意見がいただけるような

工夫を考えたい。

住宅がなければ、定住促進にも基盤
産業の向上もできない。住宅政策は

根本に置いて頂きたい。＜池田委員＞
住宅政策は、総合計画の中で行う。
細かい対策は検討しており、出せる

時に出したい。
高齢者を寝たきりにしないための具
体的な計画が必要では。

＜安藤委員＞
総合計画の中で具体的な施策を進め
ていく。
おがさわら丸の運賃低廉化は、どう
取組んでいくのか。　＜杉田委員＞
奄美の交付金制度を参考に、次の特
別措置法で交付金制度を盛り込む努

力をして行く。

外来種対策
環境省の全国的な世界自然遺産管理の予算
拡大を求める意見書案を、本会議に上程す
るよう進めることにしました。

・2月24日 慰霊巡拝事業（国主催）
・2月29日 旧島民墓参（都主催）
・3月8日 硫黄島連絡調整会議
・3月19日 日米合同慰霊祭

　ほか、硫黄島での訓練や遺骨収容事業について報告が
ありました。

硫黄島
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硫黄島調査特別委員会
杉田 一男　委員長　
安藤 重行　副委員長
3月9日開催
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○　歳　入　○
国の防衛や硫黄島の交付金は、いつ
までも続くものではない。だがその

交付金は、介護などの継続事業に使ってい
る。継続事業には、継続財源を充てる必要
があるのではないか。　　　＜一木委員＞

土地にかかる交付金が主なので、す
ぐに無くなるとは考えにくいが、他

の町村の動きにあわせ減額される可能性も
あり、危機感は持って行かなくてはいけな
い。

○　歳　出　○
新年度に定数減をしている課があ
る。福祉などの人員を減らして今

後、重要な業務が行えるのか。
＜安藤副委員長＞

担当課からは増員要請を受けている
が仕事量と人員については各課に工

夫してもらいたい。適正な配置を今後もし
ていく。

防災訓練は、近地地震の津波も想定
すべき。　　　　　　＜一木委員＞

島内の関係団体は異動が多いので、
確認の意味も含めて遠地地震の訓練

は続けていきたい。
28年度の返還50周年事業は、どう
いうことを行うのか。＜稲垣委員＞
記念誌作成に必要な資料収集などを
行っていく。具体的な事業は29年度

以降になる見込みだ。
村営バスに高齢者のための割引はあ
るのか。　　　　＜安藤副委員長＞
70歳以上の方は、2,000円で1年間
有効の特殊乗車券がある。
小型の村営バスが走行しているが、ど
う好転しているのか。＜清水委員＞
来客数の少ない時間帯に走行するこ
とにより、燃料費の減額ができた。

今後も経費削減に努めていきたい。
父島診療所の医療用ベッドを有料老
人ホームの介護用ベッドにできない

か。　　　　　　　　　＜安藤副委員長＞
感染症予防、スタッフの動線などを
考えると難しい。

平成28年度　予算特別委員会

　
自

　主
　財
　源 依　存　財　源

一般会計歳入
40億5,073万円

地方交付税

国庫支出金

都支出金村債

地方消費税交付金

その他

村税

繰入金

繰越金

その他

国有提供施設等所在
市町村助成交付金

歳入
杉田 一男　委員長　
安藤 重行　副委員長
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父島保育園で待機児童が発生した
が、その後は。　　　＜一木委員＞
28年度は入園をご遠慮いただく児
童はいないとみている。
母島出張所管理地の蝙蝠谷地区のシ
ロアリ対策はその後どうなっている

のか。　　　　　　　　　　＜稲垣委員＞
平成26年にシロアリ侵入が確認さ
れてから、これまでも対策を行って

いる。今後も母島出張所が撲滅すべく対策
を行う。

旧大根山墓地の崩壊が進んでいるよ
うにみえる。村営墓地に斡旋するよ

う、広報をしてみては如何か。
＜安藤副委員長＞

村民の大根山墓地の認識度は非常に
高いと考えているが、広報について

は工夫をしてみたい。
更新する母島生ごみ処理機は、堆肥
は使えるのか。　　　＜稲垣委員＞
生ゴミを土に還す完全消滅型で、堆
肥は発生しない。
扇浦分譲地の道路にひび割れがあ
り、斜面は30度を超える場所があ

る。土砂崩れの恐れがあるので早急に調査
すべき。　　　　　　　　　＜一木委員＞

調査をして報告をする。

観光協会が法人化されるとのことだ
が、事務局長不在のままなのか。

＜安藤副委員長＞
司法書士等の確認をしながら、4月
1日法人化に向けて進めている。そ

の中で、事務局長不在については言及され
ていない。

教育委員会所管の貴重な資料を高台
にあげてはと、提案してきたが、今

年度はどうなっているのか。＜一木委員＞
まずは電子化をすすめ、それから保
管場所の移動を考えている。完了次

第、補正予算で対応できればと考えてい
る。

決算特別委員会の際に、島野菜やフ
ルーツを補食給食に使えないかと提

案したが、その後は。　　　＜清水委員＞
生のものを提供するのは難しい。試
験的に島の加工品を使ったパンなど

を利用した。

平成28年度　予算特別委員会

一般会計歳出
40億5,073万円

総務費

民生費

議会費衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

その他

歳出

3月16、17日開催



昭和63年、小笠原村は八丈町と友好都
市提携を結びました。小笠原村議会では4
年に一度の改選後に八丈島を訪れて、行政
視察と議員同士の交流をしています。今回
は今年2月に訪問した八丈町立病院の行政
視察をレポートします。
人工透析を実施していない小笠原村で
は、人工透析が必要になると内地に引き揚
げなければならず、人工透析ができるよう
にして欲しいという要望が以前からありま
す。そのため、八丈町立病院で平成9年か
ら実施している人工透析の現場を視察させ
て頂き、詳しいお話を伺いました。
私は人工透析の立ち上げから携わってい
る看護師に尋ねました。
「もし八丈島に航空路がなかったら、人
工透析を実現できていましたか？」
看護師は即答しました。
「非常に難しい」
人工透析に必要な物資の輸送、専門医の

確保、機械のメンテナンス、透析患者の本
土への移動等で航空路が必須とのこと。そ
のため、八丈島の人工透析患者18名は、
航空路がなければ島では暮らすことができ
ません。また、人工透析の機器やメンテナ
ンスに多額の予算がかかる訳ではないこと
も、今回の視察で分かりました。
航空路が実現すれば小笠原村の様々な課
題が改善できる可能性がありますが、人工
透析はその一つ。今回の行政視察で、航空
路を早期に実現しなければならないとの想
いをより強くしました。

議 員 レ ポ ～八丈町立病院～
一木重夫

本
定
例
会
で
「
世
界
自
然
遺
産
の
保
全
管

理
に
か
か
る
全
国
的
な
予
算
枠
の
拡
大
を
求

め
る
意
見
書
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
意
見
書
は
直
ち
に
内
閣
総
理
大

臣
、
環
境
大
臣
等
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
、
外
来
種
対
策
の
陳
情
活
動
で
議

員
全
員
が
環
境
省
を
訪
れ
た
際
、
全
国
の
国

立
公
園
の
予
算
の
う
ち
3
割
を
小
笠
原
が
占

め
て
お
り
、
こ
れ
以
上
増
や
す
こ
と
は
困
難

と
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
笠

原
諸
島
の
外
来
種
対
策
は
待
っ
た
な
し
。
そ

こ
で
、
村
議
会
の
総
務
委
員
会
で
話
し
合
い

を
し
た
結
果
、「
環
境
省
の
全
国
的
な
予
算

枠
の
拡
大
を
国
に
求
め
る
こ
と
に
し
よ
う
」

と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

小
笠
原
村
議
会
で
は
世
界
自
然
遺
産
を
有

す
る
全
国
の
7
町
村
議
会
に
対
し
、
同
様
の

意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
よ
う
働
き
か
け
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
5
月
に
議
員
全
員
で
上

京
の
際
に
丸
川
珠
代
環
境
大
臣
に
直
接
意
見

書
を
手
渡
し
て
要
望
す
る
予
定
で
す
。　
　

　
　
　
（
一
木
）

★
（
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

一
木
重
夫　
安
藤
重
行
）
★

編
集
後
記

お問い合わせ先　小笠原村議会事務局　電話 2-3118　FAX　2-3208　メール gikai@vill.ogasawara.tokyo.jp


